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認知症とともに希望を持って
暮らし続けられる地域づくりに向けて
認知症とともに希望を持って
暮らし続けられる地域づくりに向けて

場所：京都府立京都学・歴彩館 市営地下鉄「北山駅」１番・３番出口から南へ徒歩約４分

令和6年１月に認知症に関する初めての法律「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行され、
京都市では３月に「京都市認知症施策推進計画」を策定しました。
認知症は誰にとっても身近な存在です。
認知症について知り、認知症があってもなくてもともに支え合う共生のまちづくりについて、一緒に考えてみませんか。 

「認知症になったら終わり」という短絡的な考えは
間違っていた。認知症になっても人や社会とつながり、
充実した人生があるんだと、写真記者として長期
取材を重ねて見えてきた「光」をお伝えいただきます。

認知症になっても希望を持って暮らしている姿を発信されている「京都府認知症応援大使」やご家族・パートナーを
お招きし、それぞれのご経験や思いをお話しいただきます。  
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京都市認知症施策推進計画について
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基調講演第2部

心の糸を紡ぐ
写真記者の僕が認知症を見つめ続けて気づいた光

トークセッション第 3部

私たちの今までとこれから
～認知症応援大使になった私たちからのメッセージ～
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京都府認知症応援大使の皆様

令和7年2月8日 13時30分～16時30分（開場13時）土

京都市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

【定員】４００名（事前申込制（裏面記載）。申込者が多数の場合は抽選。）
【対象】京都市に在住・通勤・通学の方参加費無料



【申込み期間】 令和６年１２月１７日（火）～令和７年１月１４日（火）

２月８日 京都市認知症市民フォーラム

■会場へのアクセス
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●電車でお越しの方
京都市営地下鉄【烏丸線】北山駅 [K03]（1番、3番出口）南へ徒歩約4分

●お車での来場について
会場敷地内にコインパーキングを併設していますが、可能な限り
公共交通機関をご利用してご来場くださいますようお願いいたします。

●バスでお越しの方
北山駅前（京都市バス4系統・北8系統）南へ徒歩約4分
府立大学前（京都市バス1系統・204系統・205系統・206系統・北8系統／
京都バス32系統・34系統・35系統・46系統）北へ徒歩約6分

（京都府京都市左京区下鴨半木町1-29）京都府立京都学・歴彩館

075-661-3755
お電話は午前８時～午後９時（土日祝も受け付けています。）

（みなここ）※おかけ間違いにご注意ください。

お電話でのお申込み

で検索、または二次元コードを読み込んでください。京都市　申込受付中のイベント
https://www.call3755.city.kyoto.lg.jp/event/event/E100.aspx

WEBでのお申込み

※お申込者様のお名前・ご住所等の個人情報は、本事業に関するご連絡やご案内に使用し、他の目的には使用いたしません。

【お申込者様の他に１名様までご同伴が可能です】

FAX番号 （ごようはここ）

※送信の際は、今一度番号をご確認ください。

お申込者

フリガナ

お名前

お電話番号（連絡先）

ご住所　〒　　　ー

京都市　　　　　区

ご同伴者
（１名まで）

075-661-5855
FAXでのお申込み

フリガナ

あり ※ご同伴者がある場合、以下にお名前をご記入ください。

お名前

なし

【参加お申込みは】 京都いつでもコール


